
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援センター通信 

浦安市障がい者就労 
 

第 10 号 2022 年１月１日発行 浦安市障がい者就労支援センター 
（浦安市ワークステーション 1F） 

住 所 279-0032 浦安市千鳥 1５-5 

ＴＥＬ 047－304－6200 

ＦＡＸ 047－304－620２ 

✉ urayasu-syurosien@roukyou.gr.jp 

開館日 月曜日～金曜日（祝日を除く） 

開館時間 午前９：００～午後５：3０ 

 

新年あけましておめでとうございます。昨年４月より特定非営利活動法人ワーカーズコープが受託し、

新たにスタートした浦安市障がい者就労支援センターですが、早いもので９カ月が経ちました。通信誌も

今回で第 10 号を迎えることになりました。取材にご協力いただいた関係機関の皆さま、本当にありがと

うございました。 

通信誌が情報共有のツールになればとの思いで、毎号の作成をおこなってきました。また、取材させて

いただく中で、勉強させていただくことも多くありました。それぞれの事業所、企業等で働いている職

員、利用者の方々の熱量と笑顔がとても印象に残っており、元気をいただきました。 

コロナ禍で大変な 2021 年でしたが、2022 年は明るい話題が多い１年になるよう願っています。今年

も取材や通信誌の配布でお伺いさせていただきますのでよろしくお願いいたします。 

 

新年あけましておめでとうございます 本年もよろしくお願いいたします 

 

 

 

今年の干支は「寅（とら）」です 

12年前の寅年（2010年）はこんな年でした 

・尖閣諸島沖で中国漁船が 

日本の海上保安庁巡視船に衝突 

・小惑星探査機「はやぶさ」が帰還 

・鳩山内閣退陣、菅内閣発足 

・記録的な猛暑 

熱中症で病院に運ばれた人は 5万人超 

 

・チリ鉱山にて落盤により作業員 33名が 

地下に閉じ込められたが、全員生還 

・ハイチでマグニチュード 7.0の大地震発生 

・北朝鮮では金正恩氏が 

金正日総書記の後継者となる 

 

国内のできごと 海外のできごと 

「寅」という文字には「弓矢を両手で引っ張る」という意味があり、「草木が伸びる様子」を表してい

ます。2022年は、草木が伸びるように目標に向かってまい進していく、そんな年になるといいですね。 

さて、12 年前の寅年（2010 年）では、尖閣諸島沖で日本の巡視船と中国の漁船が衝突したり、チリ

の鉱山で作業員 33 名が閉じ込められたりする事件・事故が起こりました。 

2022 年はどんな年になるかわかりませんが、うれしい話題であふれるような年にしたいですね。 

 
★ＯＲ相談員「行ったことがない場所へ出かける」 

★ＳＹ相談員「今年こそはダイエット！」 

★ＫＳ相談員「かばんや筆箱の中身を整理整頓」 

★ＭＹ相談員「たくさん動いて体力維持！」 

★ＭＭ相談員「改装した国立西洋美術館に行く」 

★ＳＨ事務員「休日は全力で子供と遊ぶ」 

就労支援センタースタッフの 2022年の抱負・やりたいこと 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アクセス 

公共交通機関 舞浜駅南口より東京ベイシティバス２０系統千鳥線（バス乗車１０分） 

舞浜 行（千鳥循環） 千鳥西 行 クリーンセンター 行 クリーンセンター下車 徒歩７分 

※千鳥車庫行のバスはクリーンセンターバス停には停車しません。 

 

 

新型コロナウイルス感染症対策について 

咳エチケットの観点から、職員はマスクを着用するように

しております。 

自宅で検温の上、来所をお願いいたします。 

※37.5℃以上の発熱等の風邪症状がある場合は、来所を控

えてください。 

マスクの着用と来所および退所時に、手指の消毒のご協力

をお願いいたします。 

面談および講座の運営は、ソーシャルディスタンスを保ち

実施しております。 

支援センターまでのアクセス 

2021（令和３）年の主な出来事 

【１月】新型コロナ感染拡大、１都３県に緊急事態宣言（７日） 

【２月】新型コロナワクチン接種開始（17日） 

大坂なおみテニス全豪Ｖ（20日） 

【３月】東日本大震災から 10年（11日） 

【４月】ゴルフの松山英樹がマスターズ優勝（11日） 

新型コロナ感染拡大、４都府県に緊急事態宣言（23日） 

【６月】陸上男子の山県亮太が 100ｍ9秒 95の日本新（６日） 

【７月】静岡・熱海で土石流（３日） 

東京五輪開幕（23日） 

【８月】新型コロナ、デルタ株が猛威（６日） 

東京パラリンピック開幕（24日） 

【９月】デジタル庁発足（１日） 

菅首相が退陣表明（３日） 

自民党総裁に岸田氏、首相就任へ（29日） 

新型コロナ感染者減少、緊急事態宣言や重点措置が 

半年ぶり全面解除（30日） 

【10 月】岸田氏が新首相に就任、岸田内閣発足（４日） 

真鍋淑郎氏にノーベル物理学賞（５日） 

眞子さま、小室圭さんとご結婚（26日） 

衆院選で自民単独過半数（31日） 

【11月】将棋・藤井聡太さんが新竜王、最年少四冠達成（13日） 

大谷翔平、メジャーＭＶＰに（18日） 

オミクロン株対策、外国人の新規入国停止（30日） 

昨年 2021 年は皆さんにとって、どのような１

年でしたか？ 日本国内では新型コロナウイル

ス感染拡大、１年遅れの東京五輪開催、熱海で

の土石流発生など、様々な出来事がありまし

た。コロナ禍で暗く落ち込んだ日本に、スポー

ツが明るい話題を提供した１年でした。 

 

 

新型コロナウイルスの影響で史上初の１年

延期となった東京五輪が７月23日に開幕。東

京での五輪開催は、高度経済成長期の 1964

（昭 39）年以来となりました。コロナ禍で大

半の会場が無観客での競技実施でしたが、日

本は金メダル27個で歴代最多。銀14個と銅

17 個を加えた総数 58 個も夏冬を通じて最多

となりました。また、東京パラリンピックで

も、日本のメダルは金 13 個、銀 15 個、銅

23個の計 51個で、2004年アテネ大会に次

ぐ史上２番目のメダル獲得となりました。 

米メジャー、アメリカン・リーグの年間

MVP に輝いたエンゼル大谷翔平投手は、本塁

打46本、投手としては9勝と投打に大活躍。 

「リアル二刀流／ショータイム」が、昨年の

流行語大賞・年間大賞を受賞しました。 

東京五輪＆二刀流・大谷にわいた 2021 

金ラッシュ！歴代最多の 27 個 


